
第174回国会における鳩山内閣総理大臣施政方針演説（抄） 

（平成22年 1月 29日） 

－ 地域主権推進関係部分 － 
 

四 危機を好機に－フロンティアを切り拓く－ 

(地域主権の確立) 

地域のことは、その地域に住む住民が責任をもって決める。この地域主権の実現は、単なる

制度の改革ではありません。  

 今日の中央集権的な体質は、明治の富国強兵の国是のもとに導入され、戦時体制の中で盤石

に強化され、戦後の復興と高度成長期において因習化されたもので す。地域主権の実現は、

この中央政府と関連公的法人のピラミッド体系を、自律的でフラットな地域主権型の構造に変

革する、国のかたちの一大改革であり、鳩山内閣の改革の一丁目一番地です。  

 今後、地域主権戦略の工程表に従い、政治主導で集中的かつ迅速に改革を進めます。その第

一弾として、地方に対する不必要な義務付けや枠付けを、地方分権改革推進計画に沿って一切

廃止するとともに、道路や河川等の維持管理費に係る直轄事業負担金制度を廃止します。また、

国と地方の関係を、上下関係ではなく対等なものとするため、国と地方との協議の場を新たな

法律によって設置します。地域主権を支える財源についても、今後、ひも付き補助金の一括 交

付金化、出先機関の抜本的な改革などを含めた地域主権戦略大綱を策定します。  

 あわせて、「緑の分権改革」を推進するとともに、情報通信技術の徹底的な利活用による「コ

ンクリートの道」から「光の道」への発想転換を図り、新しい時代にふさわしい地域の絆の再

生や成長の基盤づくりに取り組みます。本年を地域主権革命元年とすべく、内閣の総力を挙げ

て改革を断行してまいります。 

 

（参考） 

五 課題解決に向けた責任ある政治 

(｢戦後行政の大掃除｣の本格実施) 

（略） 

「戦後行政の大掃除」は、しかし、まだ始まったばかりです。  

今後も、様々な規制や制度のあり方を抜本的に見直し、独立行政法人や公益法人が本当に必要なのか、

「中抜き」の構造で無駄遣いの温床となっていないか、監視が行き届かないまま垂れ流されてきた特別

会計の整理統合も含め、事業仕分け第二弾を実施します。これらすべてを、聖域なく、国民目線で検証

し、一般会計と特別会計を合わせた総予算を全面的に組み替えていきます。行政刷新会議は法定化し、

より強固な権限と組織によって改革を断行していきます。 

 

(政治主導による行政体制の見直し) 

同時に、行政組織や国家公務員のあり方を見直し、その意識を変えていくことも不可欠です｡ 

（略）今後、国民の視点に立って、いかなる府省編成が望ましいのか、その設置の在り方も含め、本

年夏以降、私自身が主導して、抜本的な見直しに着手します。 

（略）同時に、国家公務員の労働基本権のあり方や、定年まで勤務できる環境の整備、給与体系を含

めた人件費の見直しなど、新たな国家公務員制度改革にも速やかに着手します｡ 

 

参考資料３ 

 


